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   A total of 12 patients with advanced renal cell carcinoma received interferon alpha (3 million 
units intramusculary 6 times weekly) and OK-432 (5 KE (Klinische Einheit) intramuscularly twice 
weekly). Metastastatic lesions appeared before operation in six patients and after operation in six 
patients. Among them 5 patients had received interferon therapy and this combination therapy 
was started after the judgment of progressive disease for interferon  therapy. Eleven pulmonary 
and 5 bone metastases were evaluable. The median duaration of the combination therapy was 
89.3 weeks. There were 4 partial responses and no complete responses among the 12 patients, giving 
a response rate of 33.3%. The median duration of response was 25 months, with a range of 6 to 
54 months. Responses were seen predominantly in patients in whom metastases appeared after 
operation (3 of 4 responders). However, regarding the individual organs, two complete and 2 
partial responses were observed among 11 pulmonary metastases and 2 partial responses among 
5 bone metastases. The survival period after discovery of the metastasis was 10 to 67 months and 
the 5-year survival rate was 70.5% 
   Almost all patients had fever and induration at the injection site. Other side effects included 
leukopenia, anorexia, and depression. 
   This combination therapy is thought to be effective against bone or other organs metastasis 
resistant to interferon alone. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 38: 1299-1304, 1992) 
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緒 言




～26%3)でIFN無効の症例 も少な くな く,またIFN
有効例でもその有効期間には限界があ る.IFN無効
例や 正FN療法後に再燃を見た症例の予後はきわめて
不良であ り新 たな 治療法の検討が必要 とされている.
今回進行性腎細胞癌 に対 しIFNとOK-432併用に
よるbiologicalresponcemodifier(以下BRM)





































































扱 規 約 に従 った.A群6例,B群6例 で,転 移 部 位 は
肺11例,骨5例(重 複 有 り)で あ った.
これ らの症 例 に 対 し,原 則 と してhumanIympho-
blastoidinterferon(以下HLBI)(住 友 製 薬)300×
lo4u/day週6回,筋注,oK-432(中外 製 薬)5KE
(KlinischeEinheit)/day週2回,筋注 の投 与 を行 っ
た.12例中5例 に対 し前 治 療 と してHLBIの 単 独 投
与 が な され て お り,PDと 判定 され た 後,併 用 療 法 を
施 行 した.ま た本 併 用療 法 が 無効 と判 定 され た 症 例 の
うち2例 に対 して はUFT(大 鵬 薬 品)をtegafulと
して300mg/dayの経 口投 与 を追 加 した.
前 治 療 と し て 行 った,HLBI単 独 療 法 の 成 績 は
CRl,PD4で,症 例1のCR例 も17ヵ月 後 に 肺転
移 の再 発 が み ら れ た.症 例2は 肺 襖 状 切 除 に よ り,
surgicalCRとな り以 後 予 防的 にHLBI療 法 を行
って い たが,27ヵ 月後 に対 側 肺 に 転移 が 出 現 した もの
で あ る.効 果 判定 は厚 生 省 小 山 ・斉 藤 班 の 効果 判 定 基
準 に準 拠 し,原 則 と して8週,12週 で 行 い,以 後 は1
～2ヵ 月 毎 に 行 った ,こ れ ら症 例 の術 後 の観 察 期 間 は
20～104ヵ月(平 均50,6ヵ月),併 用 療 法 後 の観 察 期 間
は12～49ヵ月(平 均22.5ヵ月)で あ った.
結 果
併 用療 法 の期 間 は36～206週,平 均89.3週で,12例
中PR4例,NC4例,PD4例 で,奏 効 率 は33.3
%で あ っ た(Table3,4).効果 の 持 続 期 間 は6～54
ヵ月 で平 均25.0ヵ月 で あ った.PRの4例 中3例 では
現 在 もPRが 維 持 され て い る.ま たNCの4症 例 に
つ い て は,6～20ヵ 月(平 均13.5ヵ月)NCが 持 続
し,4例 中2例 で は6,16ヵ 月 後 に 転 移 巣 の増 大 が認
め られ た が,他 の2例 に は 現在 も 変 化 を 認 め て いな
い.PRの4例 の組 織 型 は す べ てclearcellsubtype
であ った.ま た4例 中3例 はB群 の 症 例 で ,2例(症
例7,12)は 転移 発 現 まで の期 間 が,64ヵ 月 と長 い も
ので あ り,術 後 に転 移 の 出現 した もの で ,転 移 の 出現
す る まで の期 間 の長 い もの に 有 効 で あ る傾 向が み られ
た.一 方 治療 効 果 とPSと の 間 に は 一 定 の 関 係 は み
られ な か った,
ま たHLBI単 独 治 療 無 効 の4例 と効 果 が一 時 的 で
あ った1例 の 計5増(症 例1,2,5,7,8)に 対
す る併 用 療 法 の効 果 はPR2例,NC2例,PDl例
で あ った.


































































































で,奏 効 率 は36.4%であ った.CRの2例(症 例7、
12)の効果 持 続 期 間 は32,54ヵ月 で いず れ もCR持
続中 で あ る.PRの2例(症 例1,10)の 効果 持続 期
間は6,8ヵ 月 で症 例1で は6カ 月後 に 肺 転移 の増 大
がみ られ た.ま た 骨 転 移5例 に対 す る効 果 につ い ては
PR2,NC2PD1で 奏 効 率40%で あ った.PRの
2例(症 例7,12)の 効果 持 続 期 間 は32,54ヵ月 でい
ず れ も効 果 持 続 中 で あ る,
これ ら の症 例 の 予 後 は,生 存9例 で いず れ も担 癌 状
態 で,3例 が 癌 死 して い る.転 移 発 現 後 の 生 存 期 間 は
IO～67カ月(平 均24,6ヵ月)で あ った.Kaplan-Meier
法 に よ る5年 生存 率 は70.5%であ った.




















































































































































し,サ イ トカイソインデューサーであ るOK-432
とIFNと の併用を行 った.








































ないが,症 例5の ようにBRM療 法が無効であって
もUFTの 反応を見せるものも見られた.UFTに よ
る腎細胞癌の治療成績は新島ら13)により報告されてい
るが,化 学療法としては有用 ではある ものの,IFN











例中4例,骨 転移5例 中2例 に腫瘍 の縮小がみ られ
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